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　前回の議事録の確認をお願いいたします。

　訂正などございませんか。

　なければ、会議後、署名をお願いします。

　次に教育長の報告事項をお願いいたします。

　先日の県教委との話し合い、大変お疲れ様でございました。
　昨日、県教委と県下の市町村教育長との会議が大分市でありまして、その中で出た幾つかの話を報告します。
　いちばん大きな話題は、教員採用の汚職問題の賠償金ついてでした。和解がほとんど成立しましたから、12月末までには何とか頑張って解決していきたいということでした。

　該当者は54名いたわけですが、その中の50名と和解ができそうだということで、残りの４名については、和解が困難な状況であるということでした。
　公務員が起こした汚職については、公費で賄うのが通例ですが、今回の場合は、学校の先生ということで、全県下の管理職が県税だけで払うのではなくて、約半分の4,000万、全管理職の92％からのカンパをいただいたということです。
　このことに対して色々な考え方があるのは事実ですが、お金を出すということはそういう思いがあるということですので、あまり変なふうに受け取らないで気持ちよく出していただいたと思いたいです。

　その他に小矢教育長が県議会や先日のような懇談会の中で、気になることについてお話しがありました。

　結論はありませんが、１つは、現在、小中学校の統廃合が進められているけれども、適正規模を県教委として出した方がよいのではないかという議員の考えを受けて、このことについてどう思うかというお尋ねがありました。学校教育法では、12～18学級ある学校が標準的な学校と規定されており、文部科学省が学校教育法を作ったときはそのような考えを持っていたと思います。
　ところが、現実には大分県の場合、１学年１学級で６学級という学校が７割で、そんなに大きい学校はあまりありません。中には適正規模にするために別府市は２つの大きな学校を併せて20学級の学校にしましたが、これでは困るということで県からガイドラインを出してほしいということでした。

　他の市町村からはそれはいかがなものか、精一杯頑張っても６学級しかならない統合しかできないという意見が多かったと思います。
　２つ目は、教職員の超過勤務がとても多いと。もう少し何とかならないかということで、もう一度、校長の団体や教科によっては研究団体もありますから、そういった団体と話し合って、少しでも減らせるものは減らしていきたいということでした。

　しかしあまり研修会を減らしていくと、先生方の質も下がるという痛し痒しのところもあり、難しいと思います。

　それから９月の県議会で、教頭先生が相当激務ではないかということが出てきたそうです。

　朝は７時に鍵開けに出てきて、帰りはいちばん最後まで残って鍵を閉めて帰る教頭先生がたいへん多いと。先日教頭会とも話したけれども、そういうものが出てきたということでした。
　しかしながら、教育長会の中で出た意見は大きく２つ分かれて、１つはその通りだ、普通の先生がきちっと窓閉めとか後始末をして帰るのは当たり前でではないか。大人の社会なのでもっときちんとやれよという考え方の人と、教頭先生はそれが仕事だからそれを嫌がってはどうにもならないと。やはりいちばん最初に学校に出てきて、学校のみかじめをしてもらうのが教頭先生の本当の仕事じゃないですか。帰りはまた別の話だということで、喧々諤々の意見が出たところでした。
　それから、学校行事には参加をしない親御さんがたいへん増えてきたと。別府で科学フェスティバルをしたら、親子連れで3,000人ぐらい来た。ところが、自分たちで準備や人集めをしたり、後片付けをしたりする学校行事には出てこない。つまり、自分が骨を折ることはしないで、おいしいところだけつまみ食いする親が増え出したので、良い案があったら教えてくださいということでしたが、案はでこなかったので、どこも困っていると思いました。
　最後に教育予算の問題で、学校長の裁量で使えるお金が限られていて困るという意見が出ました。
　例えば、体育専任の教諭を県下で６名配置したが、最初の仕事が運動場にある遊具や施設の安全確認や、遊具の錆を落としたり塗装したりするという、非常に変な状況にあると聞きました。
　日田市の場合は潤沢とは言いませんが、以前に比べると非常にお金をかけてもらって、安全管理だとか施設設備、保護者負担等軽減されつつあるので、たいへんありがたいと思いながらその話を聞いておりました。

　今、私たちが抱えているいろんな問題が県教委の方にも来ていると思いました。

　以上でございます。
　ありがとうございました。

　只今の教育長の報告事項について、ご意見・ご質問はございませんか。

　教育長がおっしゃられたとおりで、教頭先生の問題や教育予算の問題等はわかりますが、私たちからすれば、もう少し進んでおいてもよいのではないかと。意外と教育現場は遅れていると。会話とかつっこみができて、こんなレベルなのかと。前の県教委との話し合いのときに特に正直感じました。
　いろんな問題があるとわかっている限り、これから詰めていくしかないので、今言っても仕方がないことですが、河津委員もおっしゃられていましたけれど、そのようなイメージを持ちました。

　私が新採用で入った時代の感覚がそのまま生きているというものが結構あります。そんなに人間は変らないものかと思いました。

　ただ、民間出身の校長先生が入られて、いろんな意味合いでおかしいところをきちっと言っていただいていますので、割と言い易くなったと思います。

　普通の先生方がそういうものだという意識が強いものですから、変えていかなければなりません。
　そういうところは、徐々に変えていってもらいたいです。

　それでは、議事に入ります。

　説明をお願いします。

　議案第78号財産の取得について、文化財保護課お願いします。

　文化財保護課でございます。
　議案第78号財産の取得についてのご説明をさせていだきます。

　史跡小迫辻原遺跡の保存整備用地取得ということで、今回お願いをするものでございます。

　議案集に書いてありますとおり、取得財産の内容につきましては、土地２筆でございます。

　１筆目は、所在が日田市大字小迫字辻原1191番、地目は畑、面積は5,179㎡、契約金額18,644,400円となっております。

　２筆目は、所在が日田市大字小迫字辻原1194番、地目は畑、面積は914㎡、契約金額は3,290,400円となっております。

　次のページに土地の表示の図面を付けておりますが、緑で囲んだ部分の２筆を取得するものでございます。

　赤で囲んでいる区域が国の指定区域でございます。

　この緑の部分の他に1193-1と1193-2がございますが、この２筆は年明けに契約を進めて行く予定にしており、今年度予算で用地を取得したいと考えております。
　また、赤で囲んでいる区域につきましては、今年度を含みまして４年間で全部公有化を図ろうと考えております。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。

　只今の議案第78号財産の取得について、ご意見ご質問はございませんか。

　赤で囲っている部分が、一般的に言われる小迫辻原遺跡の全部と考えてよいですか。

　この図面の下側に高速道路が通っています。その道路の下側、南側になりますが、そこら辺りも調査を行えば、場合によっては遺構等が発見される可能性は十分ありますが、現時点で遺構調査等をできる範囲でやった中で、今、国から指定を受けているのが赤の範囲というふうにご理解していただきたいと思います。
　全体でどのくらいの面積ですか。
　赤の範囲内で道路等を除きまして、７万㎡、７haあります。
　道路等を含めますと、８haぐらいあると思います。

　高速道路の南側を調査すれば遺構等が出てくるかもしれないと言っていました。こういう史跡や遺跡等に関しては、道路建設等の公共工事をやっていたら偶然見つかったから、それをもとに広げて調べていくのか、それとも、ピンポイントに決めてここら辺りを調査してみようとするのか。見つかって調べるとなると、労力も金銭的なものも多くかかるが、文化財的な発見には繋がるわけです。考え方として、あえて探しているのか、偶然なのか、どちらでしょうか。

　埋蔵文化財でありますので、よほど文献的な資料があれば別ですが、無い場合については、通常、この小迫辻原遺跡もそうですが、高速道路に関連した調査に入って初めて分かってきたわけです。
　この調査の中で、もっと広範囲に遺構があるであろうということで、公有化する前、まだ市の土地になる前に、畑等の所有者の協力を得ながら調査だけをさせてもらい、また元の通りにしました。

　そういった流れでございますので、通常、公共事業や土地の大きな開発が前提となってきます。
　先ほど申しましたように、文献等でここに何かあるということであれば、当然、調査を行っていくことになりますので、両方の場合もあるとは思います。
　ただ、小迫辻原遺跡の場合は高速道路建設の調査に入った段階で出てきたということでございます。
　この遺跡の面積は広いですが、どのように保存されていくのですか。
　現在、保存管理委員会を立ち上げております。
　まず、こういった遺構については適切に保存をするのが、非常に重要でございます。

　委員会で専門の先生方に意見をお聞きし、適切な保存についての計画書を本年度末までに策定する予定にしております。
　また、赤で囲んでいる中で、ぶどう棚や果樹が植わっている箇所については調査ができておりません。

　この公有化と並行しながら、未調査箇所の調査を行い、その調査の進捗状況をみながら、次の段階として、どういった活用をするのかといった保存整備計画を策定していこうと考えています。
　先ほど申しました高速道路調査や指定を受ける時の調査の段階で基本構想を策定はいたしておりますが、これからの調査結果によりましては、その基本構想の見直しを行いながら、保存整備計画を作り上げていくことにしております。
　はい、わかりました。
　契約金額については皆さん、よろしいでしょうか。

　これは、坪当り11,888円ぐらいですか。
　㎡単価で3,600円、反当360万円です。
　土地改良され区画整理された優良な農地というところでの評価で、当然、鑑定の中で出てきた金額です。
　１坪１万円ぐらいですが、バブル期、いちばん高かったときの値段はどうでしたか。
　高速道路の建設時期に、先ほどの図面の中の緑色の下側、高速道路の赤のすぐ上に1196、1197、1198-1という土地がありますが、ここについては、資料が手元にないのではっきりしませんが、平成２年ぐらいに既に公有化が終了しています。

　当時は先ほど申しました価格の倍以上で購入した経緯がございますので、土地の価格は当然、大きく下がってきております。
　はい、わかりました。

　他にありませんか。

　それでは、購入価格も妥当な価格ということで、議案第78号財産の取得については、原案のとおり議決いたします。
　次に報告事項をお願いします。
　寄附採納報告、平成22年11月期分お願いします。
　議案集の３ページをお願いします。
　地区寄附といたしまして４名４件。

　夜明小学校へ図書カード１万円相当、南部中学校へ朝日写真ニュース１年分９万円相当、朝日小学校へ手作り手提げ袋120袋72,000円相当、夜明小学校へ図書82冊10万円相当をいただきました。

　次に一般寄附といたしまして５名６件。

　市内の各小中学校と各公民館へ「誰でも分かる英語の教え方」という本を70冊58,800円相当、教育委員会へ「中世日田と大蔵氏」という本を67冊、馬原小学校と東渓中学校へそれぞれ図書300冊と書架２架、桂林小学校へ朝日写真ニュース１年分９万円相当、大山小学校へカラーテレビ１台１万円相当をいただきました。
　物品相当額といたしまして、1,780,800円の寄附をいただきました。

　以上です。
　はい、ありがとうございました。
　只今の寄附採納報告について、ご意見・ご質問はございませんか。

　一般寄附の馬原小と東渓中に寄附された図書の内容はどういったものか教えてください。それと小中学校の現場に過去の例を含めて１つの宗教団体から寄附をいただくことについて問題はないかという点をお答えください。
　図書の内容については、宗教団体の方から金額的なものを提示されていましたので、学校側でその金額に見合う図書を選択しております。
　宗教団体としては、地元協力ということですね。
　宗教法人的な団体からの寄附についてはどうかということですが、過去にも例がございますし、今回は宗教色の強い本ではないので、問題はないと思われます。
　他に質問はありませんか。
　今の安岡委員からお話がありましたが、私もその辺がいちばん気になりましたので、宗教色のものですかとお尋ねしましたが、そういうものではないと。いわゆる書籍の会社の図書目録と呼ばれる中から選んでくださいということでした。
　それから、一般新聞紙への投げ込みはないですねとお尋ねしたら、それもないということでした。
　また、宗教法人名の入った寄贈の印を図書に押さないということで、一般寄附と同じですので寄附をいただいたところです。

　ご心配はなさらなくても結構だと思います。

　毎年、全国的にこのような寄附をしているということで、今回は天瀬の馬原小と東渓中に寄附をしたということです。
　その前には、合併前の旧郡部の学校で２校ぐらい寄附をいただいているようです。
　はい、ありがとうございました。
　私も内容的に気になりましたが、宗教色が全然ないということで、安心いたしました。
　この相当額というのは、図書の金額そのものですか。書架はどこからか買ってきたものですか。

　相当というのがこの書架のことでございまして、寄附者から用意していただいもので、こちらからこの書架の金額をお聞きしておりません。市販されている書架でありましたので、こちらで調べて大体これくらいの金額だろうということで相当をつけております。
　ありがたくいただきたいと思います
　朝日写真ニュース１年分というのがありますが、これはどういうものですか。

　Ａ３ぐらいの大きさで、写真がほとんどで、記事が少し掲載されているものです。
　１年間に貯めたものですか。
　いえ、毎週とか毎月送ってきて貼り替えています。

　字は細かいし、大人向けで、中学生にはよいかもしれません。

　これは現金ですか、実物は使い古されたものですか。

　まっさらな物が送られてきます。寄附者がお金を払って、物だけが学校に郵送されます。

　地域貢献ですね。

　皆様方からいただいた寄附は有効に活用させていただきます。

　次をお願いします。
　12月議会におきまして、公民館運営協議会の一般財団法人化や生涯学習課と中央公民館の再編の関係で、補正予算を提出しておりましたので、その結果と今後の財団法人設立までのスケジュールについて、口頭で報告いたします。
　財団法人用の事務所を中央公民館内に設置するための改修事業費181万４千円、公民館主事の賃金等の改正するための公民館運営委託事業の920万２千円、財団法人設立のための615万円の補正予算の議決をいただきました。
　そこで、財団法人設立についての今後のスケジュールでございますが、１月末までに財団法人の登記申請を行う予定にしておりますので、只今、その準備作業に取り掛かっております。
　また、最低人数の代表理事・理事・監事・評議員の選出、登記関係の書類の作成を来年１月の初旬までに終えたいと考えております。

　定款認証・登記等を１月中に行いまして、１月末に財団法人を設立し、この財団から日田市へ20地区公民館の指定管理申請を提出していただくこととしております。

　２月から20地区の公民館運営協議会や地域住民を対象に財団法人や今後のスケジュールについての説明会を行う予定にしております。
　それから、財団法人が行う各種委託契約等、23年度事業に向けた準備のため、３月に財団法人職員を雇用する予定としております。

　財団法人の事務所開設については、２月末までに改修が終わりますことから３月から入室できると考えております。

　さらに、20地区の公民館の指定管理者を財団法人に指定する議案を３月議会に提出いたします。
　20地区の公民館運営協議会は３月末日に解散し、４月１日から財団法人が公民館の管理運営を開始し、同日付で財団法人が館長や主事を雇用するという形になります。

　生涯学習課と中央公民館の再編につきましては、関係条例や規則等を改正する必要があることから、１月の定例教育委員会会議に議案として提出いたしますので、ご審議をいただきたいと考えております。

　その後、仮称でございますが、社会教育センターの職員体制や財団法人への支援体制を総務課と協議を行いながら、３月議会へ条例改正の議案を提出する予定にいたしております。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　生涯学習課より新しい公民館運営についてご説明がありましたが、ご意見・ご質問はありませんか。

　また、内容については文書等でお願いします。
【12月議会での教育委員会関係の一般質問の概要説明を行う。】
　市会議員さんは立派な質問をしておりますし、内容をみたら難しいですね。
　議員さんはかなり勉強なさっており、教育部門は関心が高いという面もございます。また、よく調べていただいてご質問をいただいております。
　役割分担といいますか、自分の詳しい分野について質問してらっしゃると思います。
　皆さん適切な質問をしていらっしゃいますよね。
　私も資料を読んで改めて勉強になります。
　これだけ、議会で取り上げて議論してくださっているということはありがたいことです。
　先月の定例委員会会議の中で、スポーツ激励金の交付者の資料をということでしたので、お手元に配布させていただいております。
　この資料の内容につきましては、平成22年12月21日までにスポーツ激励金を交付した分までを掲載しております。

　世界大会へはフェンシングの１件、全国大会へは40件、九州大会へは19件、県大会へは６件となっております。
　なお、これから３月までに世界大会や全国大会等が開催されますことから、件数的には増えていくと考えております。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。
　資料ありがとうございます。
　シルバーの方で３組出ております。

　予算的には1,200万円ぐらいと記憶しておりますが。
　いえ、スポーツ激励金は12月補正で300万円増額いたしまして、680万円の予算となっております。
　小学校や中学校でチームが九州大会などに出場するからということで、寄附をお願いしますとよく自宅に来ますが、どこの学校も寄附を集めていますか。
　資料18番の小学生のバレーボールチームがありますが、物販をして全国大会への出場経費を集めるという団体もあります。
　そのようなことはどの校区でもあると思います。
　物販してわずかな利益を集めて、経費に回すということが多いと思います。

　全国大会へ出場することは喜ばしことですが、資金集めに苦労なさっていると思います。
　このスポーツ激励金が少しでも役に立てばと思います。
　それでは、その他、何かありましたらお願いします。
　１月期定例教育委員会会議の日程についてお願いします。
　１月の定例教育委員会につきましては、１月26日水曜日の午後３時から予定しております。
　１月26日水曜日の午後３時からでよろしいでしょうか。
　はい、よろしくお願いします。
　その他、感じたことなどございませんか。

　それでは、今年最後の会議を終了いたします。

　皆さん、１年間お疲れ様でした。

　また、来年もよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了時間　午後３時51分
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